









































































































しきムダ知識〜』（レギュラー放送は 2002 〜 2006 年）も、なぜあのように絢爛
豪華な仕立てが必要だったのかが明らかになる。あの番組は、「みんな」で徹底
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的に「知」を嘲笑するための番組だったのだ。それを効果的に見せるための「落
差」を作る装置があの絢爛豪華さだったのである。どことなく（アメリカ的でな
い）ヨーロッパ貴族風な匂いがあったのも、「知」の世界での「庶民」vs.「貴族」
の対立の構図を演出し、その中で、下克上的に、あるいは判官贔屓的に、「貴族」
階級を嘲笑するための仕掛けだったわけだ。
　さて、お気付きの通り、小文でここまで「知」と呼んできたものは、より正確
に言えば、体系的・学問的な意味での「知」である。古今、実業界が求める「常
識」や「スキル」のようなものではない（もちろん両者の間にはグラデーション
の領域が連続的に広がっている）。
　ひとが何かを学ぶ時、そのコンテンツが伝達されるための「チャンネル」は様々
である。考えを巡らす、話を聞く、手を動かす、心で感じる、等々。ひとによっ
てチャンネルの使い方には得手不得手がある。それと同じく、学ぼうとするコン
テンツの性質によって、伝えるチャンネルに向き不向きがある。およそ「常識」
や「スキル」に類するものは座学に向いていない。敬語の使い方、会議の進め方、
資料作り、プレゼンテーション、グループワークなどが典型例である。この種の
「常識」「スキル」が重視されるべき企業各社の新人教育に関わる人々が声を揃え
て「座学は無意味」「アクティブ・ラーニングを」と言うのは当然である。これ
に対し、じっと座って脳を酷使する「思考」にウェイトのある体系的・学問的な
「知」を伝えるためには、座学も重要な伝達のチャンネルになり得るが、そもそ
も先述した通り、この意味での「知」は、もはや現代社会には必要とされていな
い。現代社会にとって、大学は高等教育機関ではなく、「最低の教育を保証する
最後の学校」でしかない。その意味で、社会の声を基準にした大学には「専門（と、
そこへ至るための基礎）教育」と「常識・スキル養成」さえあれば良いのである。
もちろんここで言う「専門」とは、実業の世界で「今すぐに使う」ためのもので
あるから、座学よりも「手に職をつける」ための教育が主眼であって、博士など
要らない。学問的「知」の担い手としての学者の存在意義などとうの昔に無くなっ
ているのである。7
　では、そんな学者たちの巣窟である「大学」の一つである和歌山大学の「教養
の森」は何をするところであるべきなのだろうか？　「専門・基礎」でもなく「常識・
スキル」でもない、「教養」とは何だろうか？　『トリビアの泉』の例でわかるよ
うに、あれこれ広く浅くかじって「物知り」になることが「教養」であるとは到
底言えない。その意味で、「教養の森」の提示する新しい教養科目群は、啓蒙書
的な入門科目を漫然と並べただけで「教養科目」と名乗るわけにはいかない。私は、
今まで述べてきたような考えから、自らが専門としていない様々な学問の「あり
方」を見て、そのような学問的「異文化」あるいは「異世界」が存在することを
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知り、体験する、いわば「知」の世界での冒険を通じて、「知」に価値があるこ
とを再発見してもらうのが、「教養」教育ではないか、としたい。「役に立つ／立
たない」ではない価値、と言ってしまうとチープになってしまうのだが、とにかく、
「知」そのもの、あるいは「知」という営みそのものに価値を見出せる能力ある
いはこころのあり方のことを「教養」と呼ぼう、ということである。何か自分の
知らないことに出会った時に「それは自分のやることではない」「関係ない」と
停止し、対象とのそれ以上のコミュニケーションを断ち切ってしまう人が大変多
いが、私が考える「教養がある人」はそうではなく、知らないなりに、それを知
ろうとして何らかのアプローチを試みようとする――そういうイメージである。
　「異文化理解とは、理解し合えないことを前提に妥協点を探す試みだ」という
言説をどこかで見たことがある。福島第一原発事故後に私が目の当たりにした絶
望的な科学コミュニケーション崩壊は、今にして思えば、そういう経験だったの
かもしれない。「科学の世界」しか知らなかった私は、あの絶望を通じて、「科学
が不要な人々の世界」があることを知った。それも私にとって「教養」となった
のだろうと思う。今はあの偉いお坊さんとも話せるような気がする。
　願わくは、和大の「みんな」――学生だけでなく、教員も、職員も、関係する
地域のみなさんも――が、「教養の森」を散策し、学問の世界の異文化コミュニケー
ションを通じて、「知」を再発見してくれんことを。
注
1 もちろんフランクフルト学派が云々、といった社会思想史的な文脈はあるが、ここではもっと単純に「こ
の人をそう言わしめたのは何か？」程度の話である。
2 私は一応、放射線取扱主任者第一種の免許を持っている。
3 そういう人々の中には過激な人もいて、その人達にとっては科学技術が暴走していなければならないの
で、そのためには今の福島県は人の住めない地獄であらねばならないようなのである。そんな誤った認
識のデマは声が大きいがゆえに流布しやすく、現在福島県で平穏無事に暮らしている人々を二重・三重
に苦しめている。
4 私はこの歌が日本をダメにしたトドメの一撃だったと考えている。
5 ひょっとするとそう見えることこそ私のルサンチマンなのかもしれないが、話がややこしくなるのでそ
れはひとまず置いておくことにする。
6 生徒達は「理系科目」を選ぶ人は「論理的な人でなければならない」と考えているようなのである‥‥
実際には科学系文化よりも人文社会系文化のほうがはるかに精密な「論理」を要求されることは、まだ
知らない。
7 この絶望感を知ることこそ、科学普及ではない科学コミュニケーションの出発点、あるいは「学問コミュ
ニケーション」の出発点である、と今の私には思える。
